
 

 

 

 

 

 

１ 問１～問３に答えなさい。 

 

問１ 

Ｘ社は，日本での配給とビデオ販売のみを目的とした映画製作を企画しており，プロデュー

サーである甲とＸ社の法務担当者である乙が，資金調達スキームについて会話している。ア～エ

を比較して，最も不適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 甲 「製作委員会方式で映画製作をした場合に，製作委員会から生じた損益は出資者にパス

スルーされるときいたんだけど本当かな。」 

乙 「そうですね。製作委員会に係る損益は，予め決められた分配比率に基づいて各製作委

員会メンバーに分配されて，各メンバーが税法の規定に基づいて，自らの所得と合算

して税務申告することになりますね。」 

イ 甲 「映画製作中に事故等があった場合，製作委員会の出資者が出資額以上の責任を負わな

いようにしたいんだ。どうしたらよいかな。」 

乙 「製作委員会の出資者は出資額の範囲までしか責任を負わないので，心配はいりません

ね。」 

ウ 甲 「今回は，外国法人にも製作委員会に出資してもらおうと考えているんだけど，何か気

をつけることはないかな。」 

乙 「製作委員会は任意組合の形式をとる予定なので，日本で事業を行っているこの製作委

員会からの外国組合員に対する利益の分配は，国内源泉所得に該当し，２０．４２％

の源泉税が課されますよ。」 

エ 甲 「外国法人と匿名組合契約を締結して出資してもらうのであれば，日本での法人税の申

告義務は生じないよね。」 

乙 「そうですね。日本に恒久的施設を有しない外国法人である匿名組合員に対して利益分

配を行った場合には，源泉税の納税だけで税務関係は終了します。ですが，金融商品

取引法の規定により，第二種金融商品取引業者としての登録か，適格機関投資家等特

例業務の届出が必要になりますね。」 

 

  

（はじめに） 

すべての問題文の条件設定において，特に断りのない限り，他に特殊な事情がないものとし

ます。また，各問題の選択枝における条件設定は独立したものと考え，同一問題内における他

の選択枝には影響しないものとします。 

特に日時の指定のない限り，2019年１月１日現在で施行されている法律等に基づいて解答し

なさい。 

解答は，選択枝ア～エ又はア～ウの中から１つ選びなさい。 
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問２ 

映画配給会社Ｘ社，ビデオメーカーＹ社，出版社Ｚ社の３社は，映画の製作，利用について製

作委員会を組成し，実写映画を製作した。総製作費は５億円で，Ｘ社が３億円（６０％），Ｙ社

とＺ社が各１億円（各社２０％）を負担し，収入の分配比率は製作費の負担比率と同一とした。

初年度の製作委員会全体に分配される配給収入は６億円，ビデオ収入は４億円とする。ア～エを

比較して，出版社Ｚ社における製作委員会事業から生ずる初年度の損益として，最も適切と考え

られるものはどれか。なお，消費税については考慮しないものとし，Ｚ社における本作品に係る

減価償却費の初年度の償却率は５０％とする。 

 

ア ９億円 

＝配給収入６億円＋ビデオ収入４億円－Ｚ社製作費１億円 

イ １億円 

＝（配給収入６億円＋ビデオ収入４億円）×分配比率２０％－Ｚ社製作費１億円 

ウ ０．５億円 

＝｛（配給収入６億円＋ビデオ収入４億円）×分配比率２０％－Ｚ社製作費１億円｝×減価償却率５０％ 

エ １．５億円 

＝（配給収入６億円＋ビデオ収入４億円）×分配比率２０％－Ｚ社製作費１億円×減価償却率５０％ 

 

問３ 

米国のアーティスト丙が日本でコンサートをするために来日する。プロモーターＸ社の担当者

甲と経理部の部長乙が招聘における税務上の取扱について会話している。ア～ウを比較して，甲

と乙の会話として，最も不適切と考えられるものはどれか。（この問題には選択枝エはない） 

 

 

ア 甲 「丙への報酬について，日本では源泉税が課されるのですか。」 

乙 「日本国内源泉所得としての支払なので１００万円までは１０．２１％，１００万円超

の金額には２０．４２％の源泉税が課されますよ。」 

イ 甲 「丙が報酬とは別に経費を請求してきたのですが，支払うべきですか。」 

乙 「丙が支払ったこれらの経費は，源泉税の計算上は報酬の一部になるので，源泉税分を

差し引いて支払います。」 

ウ 甲 「飛行機代やホテル代をわが社から各支払先に直接支払うとどうなりますか。」 

乙 「わが社が経費を直接支払った場合には，報酬にはならないので，源泉税の計算から除

外されます。」 
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２ 知財大学映画学部の乙教授のゼミに在籍する大学４年生の甲は，卒業制作の一環として，自

らが中心となり，乙ゼミの同級生たちと共に下表の座組で低予算の実写映画「チザイを極め

ろ！」を製作した。この映画「チザイを極めろ！」を大学近くの単館系映画館で上映したとこ

ろ，ＳＮＳ上の口コミで評判が広がり，遂には全国２００館以上で公開されるに至った。問４

～問５に答えなさい。 

 

製 作 乙ゼミ 脚 本 甲 主 演 小平 修一 

原 作 国枝 崇 監 督 甲 〃 吉田 健二 

撮 影 矢口 一正 録 音 大内 治秀 主題歌作曲 渡辺 秀夫 

 

問４ 

甲は，本映画の想定外の大ヒットを喜びつつも，次第に心配事が増えてきたので，乙教授に相

談をした。ア～ウを比較して，乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。（この問

題には選択枝エはない） 

 

ア 甲 「本映画は，大手映画配給会社Ｘ社により，これから海外でも劇場上映される運びとな

りました。本映画は国枝崇君の日記を原作としていますが，彼には，クランクインの

日に１万円を支払って，これで勘弁してくれと話したきりです。Ｘ社は，海外上映も

本映画の一次利用にあたるので，追加の原作使用料を支払う必要はないといっていま

す。」 

乙 「Ｘ社のいう通り，海外興行でいくら大ヒットしたとしても，劇場上映である限り，そ

れは映画の一次利用だとするのが映画業界の慣行だから，国枝君には気の毒だけれど

も，あなたが支払った１万円で勘弁してもらうしかないね。」 

イ 甲 「撮影を担当した矢口一正君は，本映画に『撮影』とクレジットされている以上，自分

も本映画の著作者だと主張しています。そして，二次利用の際に監督の僕にだけ追加

報酬が支払われるのは不公平だといっています。」 

乙 「たしかに著作権法の条文には監督とか撮影とか美術を担当した者が著作者だと書かれ

ているけれども，監督のみを著作者とする場合が多いんだ。もっとも，監督としての

あなたが二次利用の際に当然に追加報酬を受ける権利を有しているわけでもないよ。」 

ウ 甲 「本映画は，放送事業者Ｙ社により，半年後に地上波で全国放送される運びとなりまし

た。放送にあたって，ミュージックキューシートなるものをＹ社に提出するよういわ

れました。」 

乙 「本映画のために渡辺秀夫君に作曲してもらった主題歌も，大内治秀君に打ち込みで

作ってもらった背景音楽も，すべて映画のための委嘱楽曲としてＪＡＳＲＡＣが自動

的に取り扱ってくれるから，ミュージックキューシートをＹ社に提出する必要はない

よ。」 
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問５ 

甲は，映画「チザイを極めろ！」をめぐる権利関係について，考えれば考えるほど不安に襲わ

れてきたので，後日また乙教授のもとへ相談にいった。ア～エを比較して，乙の発言として，最

も適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 甲 「本映画の製作費２００万円は，乙教授が１００万円，僕たちゼミ生１０名がそれぞれ

１０万円を出し合って捻出しました。そもそも本映画の著作権は，誰に帰属していま

すか。」 

乙 「クレジットには便宜上『製作：乙ゼミ』と表示したけれども，乙ゼミは法人ではない

から，著作権法上，権利義務の主体にはなり得ないよ。従って，乙ゼミの代表者であ

り，一番お金を出した自然人の私が本映画の著作権者になるね。」 

イ 甲 「主演の２人は，出演料なんていらないよといってくれていましたが，クランクアップ

の日に，当初の出演料を１名５千円として，二次利用の際の追加報酬等は別途相談と

いうことで話をつけて現金で支払いました。それ以外に何ら取り決めていませんが，

今後の二次利用において，彼らに追加で支払う必要はありますか。」 

乙 「著作権法上においては，いわゆるワンチャンス主義の規定があり，この規定は強行規

定だよ。よって，ワンチャンス主義と異なる形で，追加で出演料を支払うことはでき

ないので，彼らは本映画の二次利用の際に追加報酬等を受け取ることはできないよ。」 

ウ 甲 「商標登録なんて何もしていませんが，今からでも『チザイを極めろ！』について商標

登録出願をすべきですか。」 

乙 「本映画の題号として『チザイを極めろ！』を使用することは，そもそも商標的使用で

はないけれど，他人が『チザイを極めろ！』について商標権をとってしまうと，ライ

センシーが本映画の二次利用を躊躇することがあるので，想定される二次利用の範囲

の区分で商標登録をしておけば安心だね。」 

エ 甲 「本映画の本編に使用しなかった映像を，僕と矢口一正君の２人で製作する別の映画で

流用したいのですが，そもそも当該映像に係る著作権は誰に帰属するのですか。」 

乙 「当該映像の著作権は，映画製作者に帰属するとした裁判例があるので，少なくともあ

なたたちに帰属する可能性はないよ。」 
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３ 映画会社Ｘ社の経営企画部に所属する甲は，多方面の有能なクリエーターの確保を目的とし

て，動画投稿サイト等にコンテンツを投稿するクリエーターのマネジメントや各種サポート

（コンテンツの制作支援，広告収入の獲得及び配分等）を行う事業への参入を企画している。

また，甲は，本事業への参入にあたり，Ｘ社が開設するオーディションチャンネルにおいて，

各種コンテンツを募集することも企画している。問６～問７に答えなさい。 

 

問６ 

甲は，Ｘ社のオーディションチャンネルにおいて一般クリエーターから各種コンテンツを募集

することに関し，不安を覚える事項について，Ｘ社の法務部の部員乙に相談をした。ア～エを比

較して，乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 甲 「第一弾として，わが社の著名なキャラクターである巨大怪獣チザイをテーマにイラス

トを募集する計画です。この場合，当該キャラクターをデフォルメしたイラストが多

数寄せられることになりますが，その著作権の取扱については，どのようにするのが

よいですか。」 

乙 「最高裁判例によると，キャラクターそれ自体は著作物とされませんので，巨大怪獣チ

ザイが多少デフォルメされたとしても，デフォルメされた巨大怪獣チザイには著作権

は発生しません。」 

イ 甲 「第二弾として，同じテーマで音楽を募集する計画です。応募作品の著作権は，応募の

時をもって，すべてわが社に譲渡される旨を募集要項に定めますが，いわゆる原盤権

の取扱については，どのようにするのがよいですか。」 

乙 「応募された録音物は，応募の時点では，市販の目的をもって製作されたレコードの複

製物とはいえませんので，原盤権は発生しません。」 

ウ 甲 「第三弾として，同じテーマで実写動画を募集する計画です。応募作品には，第三者の

著作物が無許諾で写り込んでいることが予想されますが，応募された実写動画をわが

社のオーディションチャンネルにおいて公衆の閲覧の用に供した場合，当該第三者の

著作権を侵害することにならないですか。」 

乙 「無断で第三者の著作物を録画して公衆送信することは，著作権侵害になるおそれがあ

りますが，応募作品の創作にあたり，撮影対象から分離困難であって，付随的な著作

物の利用となる場合には，いわゆる写り込みとして，当該第三者の著作権が制限され

ることがあります。」 

エ 甲 「第四弾として，同じテーマでアニメ動画を募集する計画です。応募作品のうち，応募

者が独自に創作した脚本に基づくものについては，当該脚本に係る著作権についても，

譲渡を受けるべきですか。」 

乙 「当該脚本は応募されたアニメ動画に化体されていますので，募集要項においてアニメ

動画の著作権がわが社に譲渡される旨を定めれば，当該脚本に係る著作権についても，

当然にわが社に譲渡されることになります。」 
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問７ 

甲は，Ｘ社のオーディションチャンネルにおいて発掘した有能なクリエーターのマネジメント

等に関し，不安を覚える事項について，Ｘ社の法務部の部員乙に相談をした。ア～ウを比較して，

乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。（この問題には選択枝エはない） 

 

ア 甲 「わが社に所属することとなった日本人クリエーター丙との間で，丙が契約期間中に制

作したすべての著作物については，その著作権の存続期間中わが社が独占的に利用す

ることができる旨の契約を締結した場合，このような取決めが無効とされるおそれは

ありませんか。」 

乙 「一般に，いわゆる専属実演家契約においても，実演家により契約期間中に制作される

著作物の著作権を事前に包括的に所属事務所に帰属させることはしばしば行われてい

ます。そのように取り決めたとしても，その点だけをもって直ちに公序良俗に反し無

効とされるということはないと考えられます。」 

イ 甲 「日本人クリエーター丙が自ら制作した動画の著作権をわが社に譲渡するとともに，わ

が社に対してその著作者人格権の不行使を約した場合において，丙がわが社の許諾を

得ることなく当該動画をそのまま配信したときは，わが社は，丙によるその配信を差

し止めることができますか。」 

乙 「当該動画の著作権譲渡契約において，著作権法第２７条と第２８条の権利を特掲しな

かった場合には，わが社は，丙によるその配信を差し止めることができません。」 

ウ 甲 「米国在住の米国人クリエーター丁が同国において自ら制作した動画に係る著作権の譲

渡をわが社が受ける場合，その著作権譲渡契約においては，いわゆる著作者人格権の

不行使特約を入れる必要がありますか。」 

乙 「当該米国人クリエーター丁は，米国著作権法（連邦法）に基づき，当該動画に係る著

作者人格権を享有しますので，著作者人格権不行使特約を入れる必要があります。」 
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４ 出版社Ｘ社（資本金１億円）とグッズ製造業者Ｙ社（資本金１０００万円）とは，Ｘ社が発

行する雑誌につける付録の製造をＹ社に委託することについて，契約を締結しようとしている。

Ｙ社の担当者丙とその同僚丁は，Ｘ社からＹ社に対して提示された当該契約に係る契約書のド

ラフトを検討している。以下はドラフトの一部である。問８に答えなさい。 

 

取引基本契約 

 

株式会社Ｘ社（以下，「甲」という。）とＹ株式会社（以下，「乙」という。）は，甲乙間の継続取

引に関し，以下の通り取引基本契約（以下，「本契約」という。）を締結する。 

 

第１条（目的） 

１． 甲は，甲が発行する雑誌の付録等に使用する製品等（以下，「目的物」という。）の製造を乙

に委託する。 

２． 目的物の内容及び製造基準は別途定めるものとする。 

第２条（基本契約と個別契約） 

本契約に規定する内容は，本契約に基づく個々の取引（以下，「個別契約」という。）に適用され

るものとし，甲及び乙は，本契約及び個別契約を遵守しなければならない。 

第３条（個別契約の成立） 

甲は，発注日，品名，単価，納期，数量，納入場所，支払代金，支払期日等を記載した所定の注文

書を送付，電子メール送信等又はファクシミリ送信することにより個別契約の申込を行い，乙がこの

申込に対し注文請書を提出することにより，個別契約が成立するものとする。 

第４条（契約の変更等） 

１． 甲は，仕様変更，生産変更その他の甲の都合により，個別契約の全部もしくは一部を変更又は

解除することができる。 

２． 甲は，前項の変更又は解除により乙が損害を被るときは，甲乙協議の上，乙の損害を補償する

ものとする。 

第５条（価格） 

目的物の価格については，乙が見積書に希望価格を記入して甲に提出し，甲乙協議の上これを決定

する。目的物の価格には，別に定めるときを除き，下記各号の費用を含むものとする。 

（以下，略） 

第６条（納入） 

１． 乙は，個別契約で定められた期日に，所定の数量の目的物を，甲の所定の納品書とともに納入

するものとする。 

２． 乙は，前項の納入をすることができない事由が生じたときは，直ちにその事由，納入予定日，

対策等を甲に申し出て，その指示に従うものとする。 

第７条（受領，検収） 

１． 甲は，乙が納入する目的物を受領し，甲の定める検査基準によって検収する。 

（次ページに続く）
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２． 甲の検収の結果不合格品が生じたときは，甲は速やかに乙に通知し，甲の指示により乙は遅滞

なく代品を甲に納入する。 

３． 前項の代品の調達と不合格品の処分に費やす費用は，乙が負担するものとする。 

第８条（仕様） 

乙が甲に納入する目的物は，甲が事前に指定する次の各号のいずれかに適合しなければならない。 

（１） 甲が乙に貸与した図面，仕様書，検査基準及びこれに準ずる規格，資料 

（２） 乙が作成し，甲の承認を得た図面，仕様書及びこれに準ずる書類，資料 

（３） その他甲乙協議の上，決定した事項 

（４） 前各号に該当しないものでＪＩＳ規格等，公に定められた規格があるときはその規格 

第９条（支払方法等） 

１． 甲の乙への支払は，目的物の納入後９０日以内に行う。その他の詳細は個別契約の支払条件に

従う。 

２． 甲は，目的物の代金を支払う際に乙に対する金銭債権があるときは，その相当額をもって相殺

することができる。 

第１０条（遅延時の取扱） 

個別契約で定めた納期に乙が納品できない場合，乙は以下の各場合に従い責任を負う。 

（１） 当該雑誌が当初の発売日に発行可能な場合，甲は目的物を受領する。但し，納期が遅延した

ことにより発生する倉庫代，緊急作業費等はいずれも乙が負担する。輸送費が増加する場合

も同様に乙の負担とする。 

（２） 当該雑誌が全国又は一部の地域で発売が遅延した場合，前号に加えて，乙は，発売遅延によ

り甲に生じる損害を賠償しなければならない。 

（３） 目的物を雑誌の付録として使用できなかった場合（全数納品できなかった場合も含む），甲

は目的物の受領を拒否することができ，乙への代金支払も行わない。 

第１１条（損害賠償） 

前条第２号及び第３号の場合の，損害賠償の予定額は１０００万円（税込）とする。 

第１２条（瑕疵担保責任） 

１． 乙より甲へ，目的物の所有権が移った後であっても，目的物に品質上もしくはその他の瑕疵が

発見され，これが乙の責に帰すべき事由によるときは，乙は甲の要求に従って速やかに当該目的

物を引き取り，完全なる代品の提供又は代金の減額をするものとする。但し，このような瑕疵が

乙から甲への所有権移転後，甲の責に帰すべき事由で生じたときはこの限りではない。 

２． 前項に定める乙の瑕疵担保責任は，甲の目的物受領後２年間存続する。 

第１３条（産業財産権） （略） 

第１４条（第三者への販売禁止） 

乙は，いかなる事由があっても目的物を第三者に販売し，譲渡し，又は利用してはならない。但し，

甲の文書による事前の承諾のあるときはこの限りでない。 

第１５条（機密保持） （略） 

第１６条（契約解除） （略） 
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第１７条（契約の有効期間） 

１． 本契約の有効期間は，本契約の締結日より１年間とする。但し，期間満了１カ月前に甲乙いず

れからも何らかの意思表示のないときは，有効期間を更に１年延長するものとし，以後同様に扱

う。 

（以下，略） 

 

 

問８ 

ア～エを比較して，丙の発言として，最も不適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 「Ｘ社による個別契約の変更や解除についての条項は，解除については請負に関する民法の

規定通りなのですが，変更の場合も甲に賠償義務があることを明示するという点で，意義

があると思います。」 

イ 「わが社の責任で，雑誌の発売が遅延となった場合は，賠償額は，基本的には契約の定めに

従うことになりますね。」 

ウ 「支払サイトについては，納入後９０日とされているのは短縮を要請すべきですし，Ｘ社も

応じるはずです。」 

エ 「瑕疵担保責任の規定についても，民法の規定の通りなので，問題とするところはないかと

思います。」 
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５ ゲーム制作会社Ｘ社は，デザイン制作会社Ｙ社に対して，新作のゲームに組み込む主要な

キャラクターのデザインデータの制作を依頼しようとしている。以下は，Ｘ社がＹ社に対して

提示しようとしている契約書のドラフト（以下，「本ドラフト」という。）の一部である。Ｘ

社の法務部の担当者丙と丁が，本ドラフトについて検討を行っている。問９～問１１に答えな

さい。 

 

業務委託契約 

 

株式会社Ｘ社（本店所在地：東京都港区六本木○○○。以下，「甲」という。）と株式会社Ｙ社（本

店所在地：東京都品川区東品川△△△。以下，「乙」という。）は，甲が開発中のスマートフォン

ゲーム「電脳冒険ファイター」（以下，「本件ゲーム」という。）に登場する主要キャラクターのデ

ザイン制作に関し，以下の通り契約（以下，「本契約」という。）を締結する。 

 

第１条（委託） 

１． 甲は乙に対して以下に記載の業務（以下，「本件業務」という。）を委託し，乙はこれを受託

し誠実に履行するものとする。 

本件ゲームに登場する別添１（省略）記載のキャラクターのデザインデータの制作業務 

２． 本件業務履行の成果として乙が甲に提出すべきもの（以下，「本件成果物」という。）は別添

２（省略）に記載の通りとする。 

３． 甲は，本件業務の履行のために必要となる本件成果物の仕様，規格，基準を記載した文書を乙

に提示するとともに，本件業務の履行過程に応じて文書（必要に応じて文書作成用，表計算用又

はプレゼンテーション用ファイル等を添付した，電子メール，その他別途甲乙合意した方法によ

る方式をもって発信する場合を含む。以下同じ。）又は口頭により指示をなし，乙は，これに準

拠して本件業務を履行するものとする。 

４． 乙は，別添３（省略）に定めるスケジュールに従い，本件成果物を甲の本店にて提出するもの

とする。 

５． 乙は，乙以外の第三者が権利を有する素材を本件成果物に利用するときは，事前に当該素材の

概要，使用条件，その他甲が指示する事項を甲に通知し，その利用について，甲より書面による

事前の承認を得るものとする。 

第２条（再委託） 

１． 乙は，本件業務の全部又は一部を第三者に対して再委託しようとする場合は，事前に再委託先

の概要等甲が指示する事項を甲に提示の上，甲の書面による承諾を得なければならない。 

２． 乙が前項の承諾を得て本件業務の全部又は一部を第三者に再委託した場合，乙は自らが本契約

において甲に対して負うのと同等の義務を当該第三者が負うような必要かつ合理的な措置を講じ

なければならない。また，甲は，当該第三者の行為を乙の行為とみなし，乙に対し，本契約上の

責任を追及することができる。 
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第３条（報告・中止等） （略） 

第４条（検収） 

１． 甲は，別添４（省略）の規定により乙から本件成果物の提出を受けたときは，１０営業日以内

に当該成果物を検査・評価し，甲の満足するものと認めた場合は，検収に合格した旨を文書によ

り乙に通知するものとする。 

２． 甲は，前項の検査及び評価により，乙から提出された本件成果物を不合格と判断した場合は，

乙に対し，当該本件成果物の修正を求めることができる。甲から修正を求められた場合，乙は，

甲の指示に従って本件成果物を修正した上で，当該修正を施した本件成果物を甲が合理的に指示

する期日迄に甲に提出し，甲の再度の検査及び評価を受けるものとする。その後，甲が本件成果

物を合格と判断するまで，上述の手順は繰り返されるものとする。本条による検収合格をもって，

乙から甲への本件成果物の引渡しが完了したものとする。 

３． （以下，略） 

第５条（権利の帰属，権利処理） 

１． 本件業務の過程において行われた発明，考案，意匠の創作，著作等の知的活動の成果について

の著作権及び著作隣接権等の知的財産権（著作権法第２７条及び第２８条に定める権利を含む。

以下，「本件権利」という。）は，本契約の本旨に基づいて，甲に帰属するものとする。 

２． 本件権利が法令の定めや乙の勤務規則又は契約等の規定により当然には甲に原始的に帰属せず，

乙に帰属するものとされるような場合は，乙の本件成果物の作成と同時に，当該本件権利が乙か

ら甲へと完全に移転及び譲渡されたものとする。 

３． 乙は，本件成果物に係る著作権が乙に帰属するとされる場合，当該本件成果物に関する著作者

人格権及び実演家人格権を，甲及び甲の指定した者に対して一切主張及び行使しないことを約束

する。 

４． （以下，略） 

第６条（表明・保証） 

１． 乙は，本件成果物について，第三者の有する著作権その他の知的財産権及びその他のいかなる

権利をも一切侵害しないことを甲に対して表明し，保証する。 

２． （以下，略） 

第７条（対価の支払） 

甲は，乙に対して本件業務に対する対価として，金●円（税込）を，次に定めるスケジュールで，

乙が指定する銀行口座に振り込む方法により支払う。当該振込にかかる振込手数料は甲が負担する。 

最初の納品に対する検収完了日の属する月の翌月末日に全額 

第８条（機密保持義務） （略） 

第９条（解除） （略） 

第１０条（契約上の地位の移転等） （略） 

第１１条（合意管轄） （略） 

（以下，略） 
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問９ 

ア～エを比較して，丁の発言として，最も不適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 丙 「本ドラフトのタイトルにつき，Ｙ社は結局，キャラクターのデータを開発しているこ

とになるのだから，『業務委託契約』ではなく，『共同開発契約』とすべきではない

かな。」 

丁 「本ドラフトでは，本件成果物を作成する過程でわが社は具体的な仕様等を出すわけだ

し，本件成果物に係る権利はすべてわが社に帰属するのだから，共同で開発というの

には違和感があるね。業務委託契約で問題ないと思うよ。」 

イ 丙 「先日締結した海外の会社との間の契約の際に，準拠法を定める必要があると先輩から

教わった。本ドラフトでは準拠法の規定がないけど，準拠法は必ず規定しなければな

らないから問題があるね。」 

丁 「そうだね。準拠法の定めがなければ適用される法律が定まらないので，準拠法は必ず

定めなければならないね。」 

ウ 丙 「本ドラフトでは，本件成果物に関する翻案権の譲渡がなされないね。」 

丁 「『本件権利』には著作権法第２７条及び第２８条に定める権利を含むとされているの

で，翻案権についても有効に譲渡されていると解し得るよ。」 

エ 丙 「Ｙ社がデザインデータを制作する際に，インターネット上で見つけたフリーの素材を

使った場合，後になってそのフリーの素材の権利者から訴えられる可能性があるので

はないかな。」 

丁 「そのような素材をＹ社が利用する場合にはわが社の事前の承諾が必要なので，ある程

度リスクは回避し得るよ。」 
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問１０ 

Ｘ社の資本金は３億５千万円，Ｙ社の資本金は１千万円である。ア～エを比較して，丁の発言

として，最も不適切と考えられるものはどれか。なお，下請代金支払遅延等防止法について，以

下，「下請法」という。 

 

ア 「本件では親事業者たるわが社が，下請事業者Ｙ社に対してプログラムの制作委託をするも

のなので，下請法の適用があるよ。」 

イ 「下請法が適用される場合は，今回の本件成果物の納品，支払が完了した後に，わが社が再

度，同様のキャラクターの制作を委託する場合，再度書面をもって委託しなければ，下請

法に違反する可能性があるよ。」 

ウ 「下請法では親事業者の支払期日について規制をしているが，本契約においてはかかる規制

を遵守しているので問題ないよ。」 

エ 「仮にＹ社が中国に所在する中国の会社で，形式的に下請法の適用がある場合でも，下請法

の趣旨は日本の事業者の不利益を擁護しようとするものであるので，現時点においては，

日本は，運用上海外法人の取締りを行っていないよ。」 

 

問１１ 

Ｘ社がＹ社と本件に関し打合せをしたところ，Ｙ社のキャラクターデザインのセンスや能力が

非常に高いことが判明したため，Ｘ社の指示に従って単にＹ社がキャラクターのデザインデータ

を作成するのではなく，Ｘ社，Ｙ社がデザインにつき案を出し合うキャラクターデザインの共同

制作をすることとなった。共同制作の契約にすることにつき，丙と丁が話し合っている。ア～エ

を比較して，丁の発言として，最も不適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 「わが社とＹ社がキャラクターを共同制作した場合，キャラクターは共同著作物となると考

えられるが，かかる共同著作物には著作権法に別段の定めがない限り民法の共有に関する

規定が原則的に適用されるよ。」 

イ 「契約で持分を定めていなければ，わが社とＹ社の持分割合は均等と推定されるよ。」 

ウ 「共同制作したキャラクターを第三者にライセンスする場合，持分の過半数を有する者が決

し得るので，わが社は持分の過半数を持っておいて，ライセンスする場合の主導権を握っ

ておく必要があるよ。」 

エ 「共同著作物について著作者人格権を行使するには，わが社とＹ社の持分割合にかかわらず，

わが社とＹ社が合意しなければ行使できないよ。」 
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６ 大手の映像ストリーミング配信事業者Ｘ社は，アニメーション制作会社Ｙ社が製作するアニ

メーション作品を配信するサービスを行うことになった。そこで，Ｘ社とＹ社との間で，当該

動画配信に関する契約を締結することになった。以下はＸ社がＹ社に提示した契約書のドラフ

ト（以下，「本ドラフト」という。）の一部である。問１２～問１４に答えなさい。 

 

 

動画配信に関する契約 

 

株式会社Ｘ社（本店所在地：東京都千代田区丸の内○○○。以下，「甲」という。）と株式会社Ｙ社

（本店所在地：東京都品川区西品川△△△。以下，「乙」という。）は，乙が製作したアニメーショ

ン作品を甲の動画配信プラットフォームに載せて配信することに関し，以下の通り契約（以下，「本

契約」という。）を締結する。 

 

第１条（定義） 

（１） ストリーミング配信 

ストリーミング技術を使った動画配信のことをいう。 

（２） ＴＶＯＤ方式 

都度課金制動画配信方式（利用者が視聴を希望する動画ごとに料金を支払う方式）の動画配

信をいう。 

（３） 本件アニメ 

乙が製作した，人気連載漫画を素材とした刑事アニメ「たそがれ弁護士」のことをいう。 

（４） 本件プラットフォーム 

インターネットを通じて会員登録をした利用者に対して動画をＴＶＯＤ方式で有料配信する，

甲が運営・管理するプラットフォームをいう。 

第２条（配信許諾） 

乙は，本件アニメを本契約の定めに従って，甲が，許諾期間内に日本国内において，本件プラット

フォームを通じて，独占的に利用者に対してストリーミング配信することを許諾する。 

第３条（本件アニメの提供） 

１． 乙は，本契約締結後３０日以内に，甲，乙が別途合意した形式の本件アニメの素材（以下，

「本件素材」という。）を引き渡すものとする。 

２． 甲は，前項により本件素材の引渡しを受けたときは，１０営業日以内にその素材の不備，不具

合（以下，「不備等」という。）がないか検査を行い，不備等があれば同期間内に乙に対して通

知するものとする。不備等があった場合，乙は自らの費用で直ちに不備等を修補するか，不備等

がない素材を代わりに提供しなければならない。 

（次ページに続く）
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３． 本件アニメに関する知的財産権を含むすべての権利は乙に留保されるものとし，本契約におい

て明確に乙から甲に対して許諾されている権利を除き，乙から甲への本件素材の引渡しにより乙

から甲に対し本件アニメの知的財産権及びこれに関する一切の権利が譲渡，許諾されるわけでは

ないことを，甲と乙は確認する。 

４． 乙は，本件アニメが乙による独自の創作によるものであり，第三者の知的財産権その他の権利

を侵害するものでないことを保証する。 

第４条（甲の権利及び制限） 

１． 甲は，本件素材が漏えいしたり，盗難されたりしないよう最善の注意義務をもって保管，管理

しなければならない。また，甲は，無料プレビューを除き，対価を支払わない者に本件アニメを

視聴されないように最大限の措置を講じなければならない。 

２． 甲は，本件アニメのストリーミング配信のみを行い，利用者がダウンロードできないような最

大限の措置を講じるものとする。 

３． 甲は，利用者が本件アニメを視聴できる期間を，本件アニメの購入から１年としなければなら

ない。 

４． 甲は，本件素材を本件プラットフォーム以外の方法で配信，利用してはならない。 

５． 前項の規定に拘らず，甲は，本件プラットフォームを利用した本件アニメの配信の宣伝広告等

の目的で，本件素材の一部を複製したり，本件アニメの無料プレビューを作成したりする等，本

件素材を利用することができる。 

第５条（乙の権利及び制限） 

１． 乙は，本件アニメのＤＶＤ（以下，「本件ＤＶＤ」という。）を発売することができる。但し，

乙は，本契約締結後４カ月間は本件ＤＶＤを販売することができない。 

２． 乙が本件ＤＶＤを販売する場合，希望小売価格として２５００円（税別）を小売店等に対して

提示しなければならない。 

第６条（対価） 

１． 甲は，乙に対して，本契約締結後１０営業日以内に最低保証金として，金１００万円（税別）

を支払わなければならない。 

２． 甲は，月間許諾料として，希望配信価格にその月に購入した利用者数を掛けた金額の１０％に

相当する金額（税別）を乙に対して支払うものとする。なお，ここにおいて希望配信価格とは乙

から甲に対して提示される配信の際の希望価格をいう。但し，甲が実際に利用者に対して配信す

る際にはかかる希望価格に甲は拘束されず，甲が自由に配信価格を決定することができるものと

する。また，月間許諾料の総額が前項の最低保証金の額を超えるまでは，甲は当該月間許諾料の

支払義務を負わない。 

第７条（記録の監査） （略） 

第８条（契約期間） 

本契約の期間は，本契約締結日より１年とする。但し，甲又は乙の一方当事者から，相手方に対し

期間満了の６０日前までに期間満了による契約終了の意思表示のない限り，本契約は同一条件で更に

１年間，期間延長するものとし，以後も同様とする。 

（次ページに続く）
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第９条（解除） （略） 

第１０条（契約終了時の措置） 

本契約が期間満了又は前条により解除された場合，甲は本件アニメの販売，配信を直ちに停止しな

ければならず，本件素材を乙に対して返却すると共に，乙が合理的に指示する措置をとらなければな

らない。但し，甲は，既に本件アニメを購入した利用者に対しては購入時から１年経過するまでは配

信を継続することができる。 

第１１条（契約上の地位の譲渡等） （略） 

第１２条（機密保持義務） （略） 

第１３条（管轄裁判所） （略） 

（以下，略） 

 

 

問１２ 

Ｙ社の法務部の部員が本ドラフトについて検討している。ア～エを比較して，本契約に関する

解釈として，最も不適切と考えられるものはどれか。 

 

ア わが社は，いずれ本件ＤＶＤも販売しようとしているが，わが社のかかる販売する権利は本

契約において確保されている。 

イ Ｘ社が本件アニメを本件プラットフォームを通じて配信した場合，Ｘ社はわが社に対して必

ず月間許諾料を支払わなければならない。 

ウ Ｘ社が宣伝広告等のために，本件素材を編集する場合には，本件アニメのイメージを壊され

てしまう可能性もあるため，かかる編集につき本ドラフトにわが社の事前承認の手続をきち

んと明記したほうがよい。 

エ 本契約においては，利用者がストリーミング視聴できるデバイスの数に特に制限が設けられ

ておらず，場合によっては複数の者によって視聴されてしまい売上が伸びない可能性がある

ので，この点Ｘ社が制限するように本契約に規定したほうがよい。 
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問１３ 

Ｙ社の法務部の部員が本ドラフトについて検討している。ア～エを比較して，本契約に関する

解釈として，最も不適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 第６条第２項で，わが社は本件アニメの希望配信価格を規定しているが，「希望」とあるよ

うに実際にはＸ社に価格決定の自由があるので，違法ではない。 

イ 第５条第２項で，わが社は本件ＤＶＤの希望小売価格を提示することをＸ社から義務づけら

れているが，あくまで「希望」の価格なので，かかるＸ社の行為は違法とはなり得ない。 

ウ 第４条第３項で，わが社は利用者が本件アニメを視聴できる期間を１年間に限っているが，

かかる制限は違法ではない。 

エ 本件アニメは著作物といえるが，本件ＤＶＤは再販売価格拘束の適用除外にはあたらないの

で，本件ＤＶＤにつき再販売価格の拘束を行うと違法である。 

 

問１４ 

ア～エを比較して，本件プラットフォームがストリーミング配信ではなく，Ｘ社によりコピー

プロテクションが施されつつ，ファイルを利用者にダウンロードさせる方式を用いた場合におい

て，最も不適切と考えられるものはどれか。なお，当該ダウンロードされたファイルを，以下，

「本件ダウンロード版」といい，「本件ダウンロード版」に収録されている本件アニメを「動画

Ａ」という。 

 

ア 本件ダウンロード版を購入した他のアニメ制作会社に勤務する利用者が，動画Ａをビデオカ

メラで録画し，職場で研究のため同僚たちと視聴した。この行為は，私的使用のための複製

にはあたらず，違法である。 

イ 本件ダウンロード版を購入した大学の理工学部の学生が，家庭のパソコンだけでなく，大学

のパソコンでも動画Ａを視聴できるようにしようと考えた。その際に，家庭のパソコンで，

違法アップロードサイトにアップロードされているツールを使ってコピープロテクションを

解除した上で大学のパソコンに動画Ａをコピーすることは，たとえ違法なツールを使ってい

たとしても，個人で見るためだけであれば，私的使用のための複製と考えられるので違法で

はない。 

ウ 本件ダウンロード版を違法にコピーしたファイルＢが違法アップロードサイトにアップロー

ドされている場合，違法アップロードであることを知りつつファイルＢを自分のパソコンに

ダウンロードすることは，仮に私的使用のためだけであっても，違法である。 

エ 本件ダウンロード版を違法にコピーしたファイルＢが違法アップロードサイトにアップロー

ドされストリーミング再生されている場合，第三者が，ファイルＢに収録されている動画を

自分だけでストリーミング視聴することは，違法ではない。 
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７ ゲームソフトの制作及び販売を行うＸ社は，２００９年に発売されたロールプレイングゲー

ムソフト「勇者チザイの冒険」（映像を伴うソフトであり，以下，「原ゲーム」という。）に

ついて，原ゲームの移植※１ゲーム（以下，「移植ゲーム」という。）及び続編ゲーム（以下，

「続編ゲーム」という。）の制作を検討している。原ゲームは，フリーの小説家である丙及び

丁が共同で執筆したライトノベルを原作としており，Ｘ社は，原ゲームの制作時に，丙及び丁

と原作許諾契約を締結している。また，当該原作許諾契約において，ゲームプラットフォーム

の許諾範囲の限定はなく，許諾期間は２０２９年までである。問１５～問１７に答えなさい。 
※１「移植」とは，特定のゲーム機（プラットフォーム）向けに発売等されたゲームソフトについて，

別のゲーム機（プラットフォーム）向けのゲームソフトとして改めて発売等を行うことをいう。 

 

問１５ 

Ｘ社の法務部の甲と乙は，原作の許諾に関して会話をしている。ア～ウを比較して，乙の発言

として，最も不適切と考えられるものはどれか。（この問題には選択枝エはない） 

 

ア 甲 「原ゲームと移植ゲームの相違点は，原ゲームの映像を最新ゲーム機用に高画質化する

ことのみです。従って，移植ゲームの制作は，原ゲームの原作許諾契約の許諾範囲に

含まれていると考えてよいですよね。」 

乙 「映像の高画質化が単なる機械的な処理であれば，移植ゲームは原ゲームの二次的著作

物ではなく，既に原作許諾されている原ゲームの二次利用の範囲に含まれると考えら

れますよ。」 

イ 甲 「原作許諾契約を改めて確認したところ，『原作の許諾及び確認並びに著作者人格権の

行使については，丙を共同著作者の代表者として一任する。』旨の条項が存在しまし

た。従って，今回の移植ゲームについては，丙のみと協議することでよいですよね。」 

乙 「原作許諾契約に明記されていたとしても，原作の著作権の行使に係る丙及び丁の都度

の合意は必要ですし，著作者人格権の行使についても同様ですので，丙及び丁の両名

と協議する必要がありますよ。」 

ウ 甲 「続編ゲーム制作の原作許諾に関して，２００９年時に取得した住所と電話番号を使っ

て原作者丙及び丁に連絡してみたところ，丁は消息不明でした。原作の許諾について，

著作権法上の裁定制度を早急に利用したいのですが，可能ですよね。」 

乙 「裁定制度は，著作権者不明の場合のみならず，著作権者は判明しているがその所在が

知れない場合でも利用できますので，本件でも利用可能です。しかし，利用するため

には，丁へのその連絡方法だけでは足りない可能性がありますよ。」 
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問１６ 

ア～エを比較して，ゲームの制作に関する乙の発言として，最も不適切と考えられるものはど

れか。 

 

ア 甲 「原ゲームのプロデューサー戊は，既にＸ社を退職しているところ，原ゲームの著作権

表示の一部に，戊の個人名が，Ｘ社の承諾なしに記載されていることが判明しました。

映画の著作物としての原ゲームの著作権がＸ社に帰属する点について，問題はありま

すか。」 

乙 「原ゲームの制作当時，戊はＸ社の従業員であり，原ゲームを職務として制作していま

すし，著作権の帰属に関する別段の定めもないため，この点では職務著作の要件を満

たしています。しかし，Ｘ社の単独名義で公表をしていないため，戊から，著作権の

一部が戊に帰属する旨を主張される可能性があり，問題となります。」 

イ 甲 「Ｘ社の従業員であるプログラマー己は，続編ゲームに関して革新的なプログラムを開

発しましたが，Ｘ社の承諾なしに，インターネットで己個人名義での公表をしてし

まっていました。プログラムの著作権がＸ社に帰属する点について，問題はあります

か。」 

乙 「己はＸ社の従業員であり，プログラムを職務として開発していますし，著作権の帰属

に関する別段の定めもないため，この点では職務著作の要件を満たしています。しか

し，己が個人名義で公表をしているため，己から，著作権が己に帰属する旨を主張さ

れる可能性があり，問題となります。」 

ウ 甲 「従業員による無断の公表により，職務上作成された著作物がＸ社に職務著作として帰

属しない場合であっても，就業規則で，予めＸ社にその著作権を承継させる旨を規定

しておきたいと思います。これにより，職務著作と同等の効力を生ずると考えてよい

ですか。」 

乙 「従業員に著作者人格権が発生してしまう点が，職務著作とは少なくとも異なってしま

いますね。就業規則には，著作者人格権の不行使の条項も規定しましょう。」 

エ 甲 「従業員のインセンティブを高めるため，例えば，従業員が革新的なプログラムを職務

上開発した場合，職務著作の対価として，給与とは別に報酬を支払うことを就業規則

や個別の契約で定めるかどうか検討しています。但し，この報酬の支払は，著作権法

上の義務ではないと理解していますが，よいですよね。」 

乙 「プログラムが職務発明にも該当する場合は別として，職務著作については報酬を支払

わなければならないという著作権法上の義務はありませんので，そのインセンティブ

は，Ｘ社と従業員間の任意の定めとなります。」 
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問１７ 

Ｘ社は，続編ゲームのプロモーション及びマルチユースを行っている。ア～エを比較して，甲

の考えとして，最も適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 続編ゲームのメインテーマの楽曲は，ＪＡＳＲＡＣ会員の有名作曲家庚が作曲したもので，

この楽曲を続編ゲームのテレビＣＭにも使用したい。この場合，楽曲の使用料について，

ゲームへの録音は，庚が委託する音楽出版者による指値の決定が必要となる一方で，テレビ

ＣＭへの録音は，ＪＡＳＲＡＣの使用料規程に従って，ＪＡＳＲＡＣに使用料を支払えばよ

い。 

イ 原ゲームに続き続編ゲームも大ヒットが見込まれることから，早速続編ゲームのアニメ化の

話が，アニメ企画会社のＹ社から来ている。この場合，続編ゲームを制作することに関して

原作者である小説家からＸ社は既に原作許諾を受けているから，アニメの制作に関する許諾

は，続編ゲームを原著作物とした二次的著作物の創作として，Ｘ社が原作者としてＹ社に対

して許諾することで，適切に権利処理ができる。 

ウ 続編ゲームの商品化として，主役キャラクターのコスプレ衣装を製造販売するライセンスを

製造業者に対して与えて，既製品の衣装を販売している。一方で，個人のコスプレイヤーが

別の製造業者に対して，その主役キャラクターのコスプレ衣装の特注品を発注しているよう

だが，この受注製作は私的使用目的の複製を超える可能性がある。 

エ 続編ゲームの商品化として，マスコットキャラクターの大型ぬいぐるみを製造販売するライ

センスを製造業者に対して与えている。一方で，地方で１０店舗を有する不動産業者が，そ

のぬいぐるみを購入し，客寄せのために全店舗の店頭に陳列している。この陳列は，Ｘ社の

著作権を侵害する。 
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８ Ｘ社は，数年前に，ノンフィクション小説Ａの著作権を有する出版社Ｚ社から許諾を受け，

小説Ａを映画化した実写映画Ｂを製作し，公開した。昨今，テレビ局であるＹ社が，Ｚ社から

許諾を受けて小説Ａをアニメ化した全１２回のテレビアニメＣを制作し，放送しようとしてい

ることがわかった。Ｘ社としては，テレビアニメＣは実写映画Ｂに係るＸ社の著作権を侵害す

るものであると考え，Ｙ社に対して何らかの法的措置をとりたいと考えている。Ｘ社の法務部

の部長甲と部下乙が会話をしている。問１８～問１９に答えなさい。 

 

問１８ 

甲と乙が，Ｙ社による著作権侵害及びこれを理由とする損害賠償請求権の成否について検討し

ている。ア～エを比較して，甲の質問に対する乙の回答として，最も適切と考えられるものはど

れか。 

 

ア 甲 「アニメＣの中に映画Ｂと類似する部分が含まれていても，Ｙ社が映画Ｂに接したこと

がなく映画Ｂの存在を知らなかったという場合でも，アニメＣを制作するＹ社の行為

は映画Ｂに係るＸ社の著作権の侵害となるかな。」 

乙 「複製権や翻案権の侵害には『依拠性』の要件が必要となりますので，その場合は侵害

とはなりません。もっとも，依拠したかどうかはＹ社にしかわかり得ないことですの

で，Ｙ社が『依拠していないこと』の立証責任を負うことになります。」 

イ 甲 「Ｘ社が小説Ａを映画化して映画Ｂを製作する際に，小説Ａにはない要素が映画Ｂに加

えられたんだ。Ｙ社がアニメＣを制作する際に，映画Ｂに依拠して，新たに加えられ

た要素をそのままアニメＣの中に使用した場合，権利制限規定の適用がなければ，映

画Ｂに係るＸ社の著作権の侵害は直ちに成り立つのかな。」 

乙 「新たに加えられた要素をそのまま使用することは，常に複製権侵害となります。」 

ウ 甲 「実務的には，Ｚ社がＹ社に対し小説Ａのアニメ化を許諾する契約において，Ｚ社はＹ

社に対し，クオリティ・コントロールのためアニメＣの素材や完成品についてＺ社の

監修を受けるよう義務づけられていることも多いと思います。仮にＹ社とＺ社との間

の契約にこのような義務が定められていて，Ｙ社がこれをきちんと履行していた場合，

Ｙ社の不法行為は成り立つのかな。」 

乙 「Ｙ社が監修を受ける義務を履行していたのであれば，Ｙ社に故意及び過失が認められ

ず，不法行為は成立しないと考えられます。」 

エ 甲 「Ｘ社がＹ社に対し著作権侵害を理由として訴訟を提起し，不法行為に基づく損害賠償

請求をした場合に，Ｘ社がＹ社の侵害行為により受けた損害の額を立証できないとき

は，Ｘ社は敗訴するのかな。」 

乙 「損害の額が立証できなくても，Ｘ社に損害が生じたことを立証できれば，裁判所は口

頭弁論の全趣旨及び証拠調べの結果に基づき，相当な損害額を認定することができま

す。従って，損害額を立証できなかったとしても必ずしも敗訴するとはいえません。」
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問１９ 

甲と乙がＹ社による著作権侵害の成否について検討した結果，侵害となる可能性が高いと判断

できたため，Ｙ社に対する法的措置の内容について検討している。ア～エを比較して，甲の質問

に対する乙の回答として，最も適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 甲 「Ｙ社は，アニメＣを放送するだけでなく，ＤＶＤにして販売するようだね。Ｘ社とし

ては，ＤＶＤの販売は差し止めたいと考えているのだけど，ＤＶＤの販売に関するＹ

社の故意又は過失を立証できない場合，差止請求は認められないのかな。」 

乙 「差止請求については故意や過失は要件とされていないので，これらの立証ができなく

ても差止請求が認められる可能性はあります。」 

イ 甲 「小説Ａの著作者である丙は既に死亡しているのだけど，その息子である丁は生存して

いるね。丁は，アニメＣの内容は，丙が生きていれば許さなかった改変を小説Ａに施

したものであると考えているようだね。このとき，丁はどのような法的手段をとるこ

とができるのかな。」 

乙 「著作権はＺ社に渡っているので，丁としては，著作者人格権である同一性保持権侵害

を主張して，損害賠償，名誉回復等の措置などを求めたいところです。しかし，著作

者人格権は一身専属権であり，相続の対象とならないので，丁が損害賠償や名誉回復

等の措置を請求することはできません。」 

ウ 甲 「損害及び加害者を知ってから３年が経過すると，不法行為に基づく損害賠償請求権は

時効により消滅する。仮にＹ社がアニメＣを放送したときにＸ社が損害及び加害者を

知ると，その時から３年が経過した時に，Ｘ社のＹ社に対して有する不法行為に基づ

く損害賠償請求権が時効により消滅するね。この時点で，Ｘ社はＹ社に対し何らかの

法的根拠に基づき金銭の支払を請求することはできるのかな。」 

乙 「仮に，Ｘ社とＹ社が契約関係にありＹ社がその契約に違反したような場合には，債務

不履行に基づく損害賠償請求ができる可能性があります。しかし今回はＸ社とＹ社に

何ら契約関係がないため，法的に金銭請求ができることはあり得ません。」 

エ 甲 「Ｘ社は，Ｘ社に対する著作権侵害を理由としてＹ社を告訴することはできるのかな。」 

乙 「捜査機関からの要請がなければ，告訴することはできません。そのためには，まず捜

査機関に被害届や著作権侵害の鑑定書等を提出して，捜査の進展を待つ必要がありま

す。」 

 

 

  

一般財団法人　知的財産研究教育財団　知的財産教育協会

【第３３回１級（コンテンツ専門業務）学科試験】

22



９ 大阪府に居住するイラストレーター甲は，東京都内に主たる営業所を置く出版社Ｘ社が，甲

のイラストＡに酷似するキャラクターＢを無断で使用した書籍を出版しているとして，Ｘ社に

対する当該書籍の出版の差止めと損害賠償を求める訴訟（以下，「本件訴訟」という。）を東

京地方裁判所に提起した。問２０～問２１に答えなさい。 

 

問２０ 

ア～エを比較して，その後の甲の訴訟活動として，最も適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 福岡市内に営業所を置くＸ社の支社で，当該書籍の製本が行われていることが判明したため，

甲は，本件訴訟とは別に，Ｘ社を被告として福岡地方裁判所にも当該書籍の出版の差止めを

求める訴訟を提起した。 

イ 本件訴訟において，Ｘ社が甲の請求を争う旨の答弁書を提出した後，甲は訴訟代理人である

弁護士との間で訴訟の方針について折り合いがつかなくなり，訴訟を継続する意欲を失った

ため，Ｘ社の同意を得て，訴えを取り下げた。 

ウ 本件訴訟について，東京地方裁判所は，キャラクターＢがイラストＡに依拠したものではな

いとの理由で甲の請求を棄却する判決をし，当該判決が確定した。その後，甲は，Ｘ社を被

告として，大阪地方裁判所に当該書籍の出版の差止めを求める訴訟を提起した。 

エ 本件訴訟について，東京地方裁判所は甲の請求を一部認容する判決をしたが，甲は認容され

た損害賠償の額に不服があったため，東京高等裁判所に控訴することとし，控訴の提起７０

日後に控訴理由書を提出した。 
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問２１ 

本件訴訟において，Ｘ社は甲からイラストＡの利用を許諾された証拠として，甲と締結した利

用許諾契約書を書証として提出した。当該利用許諾契約書についてＸ社の法務部の部員乙と丙が

会話をしている。ア～ウを比較して，当該書証に関する丙の発言として，最も不適切と考えられ

るものはどれか。（この問題には選択枝エはない） 

 

乙     「利用許諾契約書に甲の署名がある場合，どのような証明の仕方が考えられます

か。」 

丙     「その署名が甲の筆跡と一致することを証明することで，利用許諾契約は甲の意思

に基づいて締結されたことを証明することが可能です。」 

乙     「利用許諾契約書に甲名義の押印がなされている場合はどうですか。」 

丙の発言１ 「その印影が甲の印鑑と同一であることが証明できれば，甲の真意に基づく押印が

事実上推定され，更にこれにより利用許諾契約書全体が甲の意思に基づいて作成

されたことが推定されます。」 

乙     「その押印が実印によるものでなければ，そのような推定は働かないのですか。」 

丙の発言２ 「必ずしも印鑑登録された実印である必要はありません。」 

乙     「ちなみに，民事訴訟法上，このような契約書の真正性を争う手続はありますか。」 

丙の発言３ 「民事訴訟法上の規定はありませんが，解釈上，契約書のような法律関係を証する

書面の成立の真否を確定するために確認の訴えを提起することができるとされて

います。」 

 

ア 発言１ 

イ 発言２ 

ウ 発言３ 
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１０ 問２２～問４５に答えなさい。 

 

問２２ 

著作権の登録について，Ｘ社の法務部の部員甲と乙とが会話をしている。ア～エを比較して，

乙の発言として，最も不適切と考えられるものはどれか。 

 

甲     「著作権法には登録制度があるよね。」 

乙     「そうだね。だけど，特許権や商標権は，登録が権利の発生要件だけど，著作権は

無方式主義がとられているため，登録は発生要件とはならないね。」 

甲     「では登録の効果は何だろう。」 

乙の発言１ 「著作者の実名や発行年月日などを登録することができるから，登録によって登録

内容通りの事実が推定されることだね。」 

甲     「譲渡も登録できるよね。譲渡の登録の効果は何だろう。」 

乙の発言２ 「譲渡の登録は，対抗要件とされているね。二重に譲渡された場合，登録があるほ

うに権利があるとされるよ。」 

甲     「譲渡は支分権単位かな，それとも細分化できるのかな。」 

乙の発言３ 「著作権の譲渡や利用は，実際の譲渡や利用形態に即して行われるもので，必ずし

も支分権単位ではないよ。但し，譲渡の登録は支分権単位で行うことはできない

ね。」 

甲     「利用許諾についての登録制度はないのかな。」 

乙の発言４ 「出版については，準物権的な権利として出版権が法定されていて，登録が可能で，

対抗要件として機能するよ。しかしその他の利用許諾については登録制度がなく，

著作権が譲渡されてしまうと，利用許諾を受けていたいわゆるライセンシーは，

新たな著作権者に対して，ライセンシーとしての権利を対抗できないね。」 

 

ア 発言１ 

イ 発言２ 

ウ 発言３ 

エ 発言４ 
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問２３ 

２０１８年１２月３０日に発効したＴＰＰ１１協定（環太平洋パートナーシップに関する包括

的及び先進的な協定）に伴う著作権法改正に関して，Ｘ社の法務部の甲が発言をしている。ア～

ウを比較して、最も不適切と考えられるものはどれか。（この問題には選択枝エはない） 

 

ア 「放送と有線放送についての保護期間は，改正されません。放送については，放送が行われ

た日の属する年の翌年から起算して５０年のままです。有線放送については，有線放送が

行われた日の属する年の翌年から起算して５０年のままです。」 

イ 「ＣＤ等の商業用レコードを介さずインターネット等から直接配信される音源，いわゆる配

信音源を用いて放送や有線放送が行われた場合，実演家及びレコード製作者に対し，配信

音源の二次利用について，二次使用料請求権が認められることになりました。」 

ウ 「親告罪とされていた著作権等侵害罪が全て非親告罪となったので，著作権侵害が減少する

ことが期待されます。」 

 

問２４ 

玩具メーカーＸ社は，「タヌロー」と名付けたタヌキ型ロボットおもちゃＡを開発した。そこ

で，Ｘ社は，タヌローのイラストＢを作成して自社のホームページなどでタヌローの宣伝を行う

と共に，おもちゃＡの製造販売を開始した。宣伝に際しては，タヌキをイメージした独特な丸み

をつけたカタカナ「タヌロー」のデザイン文字Ｃを用いると共に，「ポンポコタヌキのタヌロー

はいつでもキミと一緒だよ～」というキャッチフレーズＤを用いている。また，Ｘ社は，タヌ

ローのイラストＥを印刷したマグカップの販売も開始した。イラストＥは，イラストＢと大きさ

が異なるが，その他はすべて同じである。ア～エを比較して，最も適切と考えられるものはどれ

か。 

 

ア タヌローは，具体的なイラストＢのみならず，抽象的なキャラクターについても著作物とし

て保護される。 

イ デザイン文字Ｃに創作的な装飾が加えられている限り，デザイン文字Ｃは，著作物として保

護される。 

ウ タヌローの宣伝としては，キャッチフレーズＤ以外にも様々なキャッチフレーズを用いるこ

とができるため，キャッチフレーズＤは著作物として保護される。 

エ マグカップに印刷されたイラストＥは，ホームページのイラストＢの二次的著作物ではなく，

複製物である。 
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問２５ 

家具メーカーＸ社は，新たに開発したテーブルＡを製造販売したところ，好評を博している。

その後，Ｘ社の知的財産部の甲は，Ｙ社がテーブルＡに類似したテーブルＢを販売しているとの

情報をつかんだ。そこで，甲はテーブルＡが著作物として保護されるための要件について，いわ

ゆる「ＴＲＩＰＰ ＴＲＡＰＰ事件」（知財高判平成２７年４月１４日（Ｈ２６年（ネ）第１０

０６３号））の内容を参照している。ア～エを比較して，判決に対する甲の理解として，最も適

切と考えられるものはどれか。 

 

ア 著作権法第２条第１項第１号の「創作的に表現したもの」といえるためには，テーブルＡに

おいて作者の何らかの個性が表現されている必要がある。テーブルＡにおける表現が平凡か

つありふれたものであってはならない。 

イ 応用美術としてのテーブルＡの著作物性が肯定されるためには，実用的機能を離れてみた場

合に，それが美的鑑賞の対象となり得るような美的創作性を備えている必要がある。 

ウ 著作権法と意匠法の重複適用は相当ではないため，著作権法上保護されることによってテー

ブルＡの利用，流通に係る支障が生じることを甘受してもなお，著作権法を適用する必要性

が高いものに限り，テーブルＡの著作物性が認められる。 

エ 応用美術としてのテーブルＡが著作物に該当するとすれば，美術の著作物に該当する。テー

ブルＡが美術の著作物に該当するためには，テーブルＡが「美術工芸品」に該当する必要が

ある。 

 

問２６ 

大学院生甲は，著作権法に関する論文の執筆をしている。論文の執筆にあたり，専門書や他人

の論文などに記載されている内容を自分の論文で引用したいと考えており，その場合に，著作権

法上注意しなければならないことについて確認している。ア～エを比較して，甲の考えとして，

最も適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 専門書の奥付に「禁転載」と書かれている場合は，「禁転載」は権利者が著作権法上の引用

を認めないという表示であるから，著作権法上の引用の要件を満たしたとしても，引用する

ことはできない。 

イ 他人の著作物を引用する場合は，出所の表示をしなければならず，それを怠ると罰金刑に処

される場合がある。 

ウ 論文の完成後には，たくさんの人に読んでもらいたい。論文に他人の著作物を引用している

場合は，当該他人の許諾を得なければ，自分の論文であっても複製して配布することはでき

ない。 

エ 英国で発表されている論文を引用する場合は，日本語に翻訳して利用することはできないの

で，英語表記のまま記載しなければならない。 
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問２７ 

ア～エを比較して，「私的使用のための複製」に関する記述として，最も適切と考えられるも

のはどれか。いずれの複製行為も著作権者の許諾は得ていないものとする。 

 

ア 映画館の中で，上映中の映像を自分のスマートフォンで撮影する行為は，個人的に家庭内で

視聴するためであれば，私的使用のための複製として許される。 

イ 音楽ＣＤの海賊版を，海賊版と知りながら，個人的に家庭内で聞くために自分のパソコンに

ダウンロードして複製する行為は，私的使用のための複製ではなく許されない。 

ウ コピープロテクトがかけられた映像を，個人的に家庭内で視聴するために，プロテクト回避

ツールを使用して自分のパソコンにダウンロードして複製する行為は，私的使用のための複

製として許される。 

エ 自己所有の書籍を，保存のために業者に依頼してスキャンしてデータ化する行為は，私的使

用のための複製として許される。 

 

問２８ 

Ｘ美術館は，来年の秋に，現代美術作品のコレクターである甲が所有する絵画等の展覧会を開

催する予定である。この展覧会の広報責任者である乙は，展覧会の告知方法等について検討して

いる。ア～エを比較して，乙の考えとして，最も不適切と考えられるものはどれか。なお，いず

れの作品についても，著作権の存続期間は満了していないものとする。 

 

ア この展覧会を宣伝するため，展示作品の中でも特に有名な作品について，小さな画像（サム

ネイル画像）をＸ美術館のウェブサイトに掲載することができる。 

イ 展覧会に来た人に貸し出すための電子機器において，展示作品の細部を拡大して見せるよう

にすることはできない。 

ウ 展覧会に来た人のために，展示作品を解説又は紹介する小冊子を作成することができる。 

エ Ｘ美術館の前を通りかかった人の目にとまるよう，Ｘ美術館の前の大通りに，展示する彫刻

作品のミニチュアを作成して設置することはできない。 
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問２９ 

おもちゃ製作会社Ｘ社は，おもちゃ製作会社Ｙ社がその昔販売し大ヒットしたおもちゃＡを，

復刻して販売することを企画している。このおもちゃＡには，Ｙ社が複数の動物の声を合わせて

独自に制作した音源Ｂが搭載されており，スイッチを押すと音源Ｂが流れる仕掛けになっていた。

Ｘ社は，復刻版にも音源Ｂを複製し搭載したいと考えている。ア～エを比較して，Ｘ社の法務部

の部員の考えとして，最も適切と考えられるものはどれか。 

 

ア おもちゃＡに搭載されていた音源Ｂは，単に動物の声を録音したものだったので，著作隣接

権による保護は認められない。 

イ おもちゃＡに搭載されていた音源Ｂを制作したＹ社と連絡がとれない場合，Ｘ社は，音源Ｂ

の利用にあたって，手数料を納付することなく裁定の申請をすることができる。 

ウ おもちゃＡの復刻版がテレビで取り上げられ音源Ｂが放送された場合，Ｘ社は二次使用料を

受けることができる。 

エ おもちゃＡの復刻版に，おもちゃＡに表示されていたＹ社の名前を，音源Ｂのレコード製作

者として表示する必要はない。 
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問３０ 

映像制作会社Ｘ社は，二刀流で活躍する野球選手タローを特集した計３時間のドキュメンタ

リー番組「ザ・パイオニア～タローの軌跡～」の制作を企画している。Ｘ社のディレクター甲と

法務部の部員乙が会話をしている。ア～エを比較して，乙の発言として，最も適切と考えられる

ものはどれか。 

 

ア 甲 「『ザ・パイオニア』は，３回に分けてテレビで放送しますが，その時期は，第１回目

と第２回目については２０１９年，最終回については２０２０年になる予定です。こ

の場合，番組放送に係る著作隣接権の存続期間満了日は，いつになりますか。」 

乙 「１連の番組が逐次に放送されるので，この場合，最終回の放送が行われた日の属する

年の翌年から起算して５０年経過後に満了することになりますから，２０７０年１２

月３１日になります。」 

イ 甲 「『ザ・パイオニア』のハイライトとして，タローのご家族に出演していただいて，タ

ローに向けて応援ソングを歌ってもらいたいと考えています。この場合，タローのご

家族はプロの歌手ではありませんが，ご家族の応援ソングの歌唱について著作隣接権

は発生しますか。」 

乙 「著作権法の条文では歌手等が例示されていますが，プロに限るというものではなく，

アマチュアであっても実演家に該当するため，応援ソングのような著作物を歌えば著

作隣接権が発生します。」 

ウ 甲 「タローの野球のプレーは，技術の高さとフォームの美しさに定評があり『芸術』とい

われています。この場合，タローのプレーについて著作隣接権は発生しますか。」 

乙 「芸能的な性質を有するものではない野球競技であっても，そのプレーが芸術といわれ

るにまで至った場合は，フィギュアスケートやアイスショーと同様，実演に該当し著

作隣接権が発生します。」 

エ 甲 「『ザ・パイオニア』のテレビ放送は，放送事業者Ｙ社が行います。私たちが番組の放

送を受信して最小限のタイムラグでインターネット放送する場合，Ｙ社から許諾を受

ける必要がありますか。」 

乙 「わが社はこの番組の著作権者であるため，Ｙ社からの許諾は不要です。」 
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問３１ 

アニメ作品を中心とした映像キャラクター制作を業とするＸ社は，新たなキャラクターＡを創

作し，このキャラクターＡを主人公とした映画Ｍを製作することを企画した。キャラクターＡは，

映画Ｍに続き，ゲームやキャラクターグッズ，他社のＣＭ，商品タイアップ企画等において使用

する計画である。キャラクターＡの原案はＸ社内において企画するものである。ア～ウを比較し

て，Ｘ社のプロデューサー甲と法務担当者乙の会話として，最も適切と考えられるものはどれか。

（この問題には選択枝エはない） 

 

 

ア 甲 「キャラクターＡの原案については，著名なキャラクターデザインを手がけている社外

のクリエーター丙に依頼する予定としている。丙からは，著作権の帰属についてはＸ

社としてよいとの同意を得ているよ。」 

乙 「キャラクターＡについて，Ｘ社のオリジナルキャラクターとするため，著作権を丙か

ら譲渡してもらうのではなく，原始的にＸ社に帰属させましょう。そのためには，丙

によるキャラクターＡの原案制作が，Ｘ社の職務著作に該当するように制作してもら

うことが必要と考えられます。但し，職務著作となる場合でも，著作者人格権はＸ社

に帰属しないので，著作者人格権の不行使についても丙に同意してもらう必要があり

ますね。」 

イ 甲 「キャラクターＡについては，玩具メーカーＺ社の新発売の商品を宣伝広告するための

タイアップ企画を検討している。商品の名称はキャラクターＡと一部が共通する名称

として，Ｚ社が商標権を取得することとしているね。」 

乙 「Ｚ社が商品の名称について商標権を取得した場合，当該商標権に係る登録商標はキャ

ラクターＡと一部が共通する名称であるため，タイアップの終了又は商品の販売終了

の場合，当該商標権をＸ社に譲渡するか，又はＸ社が販売又は許諾する商品について

は商標権を行使しない旨の取決めをしたほうがよいですね。」 

ウ 甲 「キャラクターＡがプリントされた商品を，玩具メーカーＺ社が製造販売する予定だけ

ど，第三者が無断で当該商品を製造販売した場合，Ｘ社は単独で当該製造販売を差し

止めることができるかな。」 

乙 「商品に付された商標についてＺ社が商標権を取得している場合，無断で第三者が商品

を製造販売する行為をＸ社が差し止めるには，著作権法上の規定に基づき，Ｚ社の同

意が必要です。」 
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問３２ 

アニメ作品を中心とした映像キャラクター制作を業とするＸ社は，江戸時代の初期に描かれた

絵画Ａをモチーフとした映像作品Ｒを制作することとした。現在，絵画Ａを所有しているのは，

Ｙ美術館である。この絵画については，作者が１点のみ制作し，自らは複製物を制作していない

ことが判明している。Ｘ社では，市販の図録に掲載されている絵画Ａの画像を元に，映像作品Ｒ

を制作することにした。ア～エを比較して，Ｘ社の法務担当者甲の考えとして，最も適切と考え

られるものはどれか。 

 

ア Ｘ社がＹ美術館に連絡をしたところ，Ｙ美術館は，絵画Ａをモチーフに新たに作品を制作す

る場合には，絵画Ａの，より細密な画像を提供するので，それを使用する旨の指示と，その

画像提供の対価の支払を求めてきた。Ｙ美術館は，他の制作会社にも同様の要求をしており，

慣習として成立している旨を主張している。仮にＸ社がその提供された画像を使わない場合

でも，このような著名な絵画を使用する場合にはＹ美術館との合意が必要である。 

イ 絵画Ａは江戸時代から，その題号を含め著名な作品であった。著名な絵画につけられた題号

については，商標登録を受けることができない。従って，絵画Ａの題号をキャラクター商品

等に使用しても商標権侵害となることはないので，商標調査は不要である。 

ウ 絵画Ａは江戸時代に創作された作品で既に著作権は消滅しているので，絵画Ａの著作権を侵

害するおそれはない。一方で，第三者も絵画Ａをモチーフとした著作物を，許諾を得ずに創

作することができるため，将来的に，映像作品Ｒに類似した第三者の著作物が見つかった場

合に，当該第三者の著作物は映像作品Ｒの複製である旨を主張したとしても，当該第三者か

らは，あくまで絵画Ａを複製したに過ぎず，映像作品Ｒを複製したものではない旨を反論さ

れるおそれがある。 

エ 著作権法の規定に基づき，著作者のすべての直系卑属には，著作者の死後における人格権的

利益保護のための措置に基づく名誉回復等の措置の請求が認められているため，絵画Ａにつ

いての著作者人格権の保護については配慮することが望ましい。 
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問３３ 

出版社Ｘ社は，漫画家丙との間で作品Ａの出版に関する独占的利用許諾契約を締結して作品Ａ

を出版している。先日丙が急死したことによって，その対応についてＸ社の編集長甲と，法務担

当者乙とが協議している。丙には作品Ａのほか目立って売れている作品はなくその他の財産もほ

とんどない一方，サイドビジネスの失敗で借金がある。丙の両親は他界しており兄弟姉妹はおら

ず，家族は妻と子供２人である。ア～エを比較して，乙の発言として，最も不適切と考えられる

ものはどれか。 

 

甲     「著作権は相続の対象だね。」 

乙の発言１ 「もちろん財産権ですから，相続の対象となります。遺言書がなければ法定相続分

通り，妻と子供は，全員３分の１ずつ相続します。」 

甲     「著作権は分けられないよね。」 

乙の発言２ 「そうですね。相続開始と同時に妻と子供２人の共有となります。単独で相続する

ならば，遺産分割協議をしてもらわなければなりません。」 

甲     「共有のままだとどうなるのだろうか。」 

乙     「著作権の利用については全員の同意が必要となり大変ですから，権利行使の代表

者を決めてもらうこともできます。」 

甲     「借金の存在は何か問題となるだろうか。」 

乙     「著作権の財産価値は，近時の利用実績を元に鑑定して算出することになりますが，

借金は負の遺産ですので，借金の額が大きければ家族は相続放棄を選択するおそ

れもありますね。」 

甲     「相続を放棄したらどうなるのだろうか。」 

乙の発言３ 「相続放棄によって，初めから相続人とはならないとされていますから，家族全員

が放棄したら，相続人がいない状態となりますね。」 

甲     「その場合，わが社との契約はどうなるのだろうか。」 

乙の発言４ 「相続人が不存在で，かつ，特別縁故者等もいないことにより，著作権が国庫に帰

属すべきこととなった場合，著作権は消滅するとされています。いわゆるパブ

リックドメインとなりますので，出版の継続には支障はありませんが，他社から

も出版される可能性があります。」 

 

ア 発言１ 

イ 発言２ 

ウ 発言３ 

エ 発言４ 
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問３４ 

ア～エを比較して，著作権を侵害された場合の民事上の救済手段に関し，最も適切と考えられ

るものはどれか。 

 

ア 知的財産権に係る事件は専門的な事件であるため，差止請求訴訟を提起する場合は，弁護士

に訴訟手続を委任しなければならない。 

イ 著作権侵害の行為によって作成されたものについては，廃棄請求をすることができるが，差

止請求と別に請求することはできない。 

ウ 差止請求訴訟は，実際に侵害行為が行われていなければ提起することができないので，侵害

のおそれがあるだけでは提起することはできない。 

エ 訴えに係る著作物の種類にかかわらず，著作権侵害に基づく訴訟は，東京地方裁判所又は大

阪地方裁判所の専属管轄とされているため，差止請求訴訟は，東京地方裁判所又は大阪地方

裁判所に提起することになる。 

 

問３５ 

ア～エを比較して，著作権等管理事業法に関する記述として，最も適切と考えられるものはど

れか。 

 

ア 文化庁のウェブサイトにおいて，著作権等管理事業者を検索することも，各事業者の管理委

託契約約款及び使用料規程を確認することもできる。 

イ １つの楽曲について，利用の区分ごとに異なる著作権等管理事業者に信託することはできな

い。 

ウ 人格なき社団や個人事業主であっても，文化庁に所定の登録申請書を提出すれば，この法律

に基づく著作権等管理事業を行うことができる。 

エ 著作権等管理事業者は，いかなる場合も取り扱っている著作物等の利用の許諾を拒むことが

できない。 
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問３６ 

Ｘ社は，インターネット上で誰でもアクセスできる掲示板サービスと，各自で運営する店舗を

複数擁するインターネットショッピングモールを，日本国内向けに提供することを検討している。

そこで，Ｘ社の法務部の部員の甲は，損害賠償責任の制限及び発信者情報の開示に関する法律

（以下，「プロバイダ責任制限法」という。）を確認している。ア～エを比較して，甲の考えと

して，最も適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 書き込みにより自らの著作権を侵害されたと主張する者は，プロバイダ責任制限法に基づい

て，Ｘ社に差止請求をすることができる。 

イ Ｘ社は，書き込みにより自らの著作権を侵害されたと主張する者から，その書き込みの送信

を防止する措置を講ずる「削除」を求める書面を受領した。その削除請求者の権利が侵害さ

れていた場合には，Ｘ社はその書き込みの削除をしなければ，必ず賠償責任を負う。 

ウ Ｘ社が提供するインターネットショッピングモール内の店舗に出品された物がわいせつ物に

該当する場合でも，Ｘ社はプロバイダ責任制限法により刑事免責の対象となる。 

エ Ｘ社は，情報発信者乙による書き込みにより自らの著作権を侵害されたと主張する丙から，

その書き込みの送信を防止する措置を講ずる「削除」を求められ，その書き込みについて不

特定の者に対する送信を防止するために必要な限度で削除した。その後，その書き込みは丙

から乙が契約により許諾されたものであり，著作権を侵害するものではないことが明らかに

なった。この場合，Ｘ社は，乙から削除による損害の賠償を求められたとしても，丙の主張

内容から，その書き込みが丙の著作権を侵害していると信じるに足りる相当な理由があれば

その賠償責任は負わない。 
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問３７ 

ア～ウを比較して，「電子商取引及び情報財取引等に関する準則」に関する記述として，最も

不適切と考えられるものはどれか。（この問題には選択枝エはない） 

 

ア インターネット上の掲示板という，公衆がアクセス可能な場所に自ら権利を有する内容の書

き込みを行う場合には，当該掲示板を通じてその書き込みを公衆送信する行為，その書き込

みをディスプレイ上ではなく紙面上で閲覧するためにプリントアウトするという行為，書き

込みを新聞，雑誌，出版物等に掲載する行為については，書き込みを行った権利者の許諾を

得ずとも，それらを禁止する旨の特段の意思表示がない限り，権利者から黙示の許諾がある

と認められることが多い。 

イ 学校の授業において，主会場である教室で配布するプリント（他人の著作物）を遠隔地の副

会場にいながら当該授業の同時中継を聴講中の生徒が閲覧可能なようにデータ化して送信す

る場合，著作権の権利制限規定が適用され，著作権侵害とはならない。 

ウ 学校の授業で，教室で配布するプリント（他人の著作物）をコピーすることについて著作権

者から許諾を得ていたとしても，欠席中の生徒が後でインターネット上で当該プリントを閲

覧できるような状態にする行為は，著作権の権利制限規定が適用されず，著作権の侵害とな

る。 

 

問３８ 

Ｘ社の法務部の甲は，税関の輸入差止めについて同僚の乙に質問をしている。ア～エを比較し

て，乙の発言として，最も不適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 甲 「輸入差止申立ての有効期間はどのようになっていますか。」 

乙 「有効期間は最長４年間で，有効期間の最終日の３カ月前から更新手続を行うことがで

き，更に最長４年の更新が可能です。」 

イ 甲 「輸入差止申立てが不受理となった場合，どのような手段をとることができますか。」 

乙 「不受理の結果については，何ら不服を申し立てる手段はないので，再度，輸入差止申

立てを行うことになります。」 

ウ 甲 「輸入される前に，税関にサンプルを提出して侵害品かどうかを判断してもらうことは

できますか。」 

乙 「それはできません。輸入申告された現物に対して認定手続が行われ，権利者と輸入者

双方の意見や証拠に基づいて侵害品かどうかの判断が行われます。」 

エ 甲 「輸入差止申立てが受理された場合，何らかの方法で輸入差止申立ての内容が公表され

ることはありますか。」 

乙 「税関のホームページにおいて，輸入差止申立てに係る申立人の氏名又は名称，連絡先，

権利の種別，権利の内容，侵害すると認める物品の品名，輸入差止申立ての有効期間

が公表されます。」 
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問３９ 

図１は，政府模倣品・海賊版対策総合窓口が２００４年～２０１７年の間に受け付けた相談案

件２２８６件のうち，模倣品の製造国・地域が判明しているもの６７４件につき，国・地域別の

割合を示したものである。また，図２は，当該期間に受け付けた相談案件２２８６件のうち，対

象となる知的財産権の内容が明らかなもの２１５９件につき，知的財産権・関連法令別の割合を

示したものである。これらの図を見ながら，Ｘ社の法務部の甲と乙が会話をしている。ア～エを

比較して，最も不適切と考えられるものはどれか。（出典：「模倣品・海賊版対策の相談業務に

関する年次報告」，政府模倣品・海賊版対策総合窓口，２０１８年６月。なお，出題のため一部

変更している。） 

図１ 模倣品の製造国・地域が判明している相談案件の割合（２００４年～２０１７年の累計） 

 

 

図２ 知的財産権・関連法令別の相談案件の割合（２００４年～２０１７年の累計） 
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ア 甲 「図１の １ と ２ に入る国はどこですか。」 

乙 「 １ は日本で， ２ は韓国です。」 

イ 甲 「図１を見ると，模倣品の製造国としては，やはり中国が多いようですね。最近はどの

ような実態なのでしょうか。」 

乙 「模倣品を本物と見た目そっくりに作り，商標をつけずに販売して，商標権侵害を免れ

るといったケースが多いようです。」 

ウ 甲 「中国では一度処罰されても再び模倣品を生産する再犯行為が後を絶たないそうですね。

当局の摘発を逃れるために再犯者の手口も巧妙化しているとききます。」 

乙 「中国では，違法経営額を超えない侵害行為は，行政上の摘発は可能であっても刑事罰

の対象とならないことから，模倣品の生産量，在庫量及び販売量を小口化して刑事罰

から逃れようとしたり，証拠となる帳簿を記載しなかったりする業者もあるようです。

このような業者が仮に摘発されても，処罰が軽いケースが多いようです。」 

エ 甲 「図２の ３ と ４ と ５ に入る知的財産権・関連法令は何でしょうか。」 

乙 「 ３ は著作権で， ４ は不正競争で， ５ は商標権です。」 
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問４０ 

Ｘ社の法務部の部長甲は社員乙に対して，国際的な著作物保護の枠組みについて質問をしてい

る。ア～エを比較して，乙の発言として，最も不適切と考えられるものはどれか。 

 

甲     「ベルヌ条約についてはどのような特色がありますか。」 

乙の発言１ 「ベルヌ条約には遡及効がありますので，条約の発効前に創作された著作物であっ

ても，条約の発効時に保護期間が満了していなければベルヌ条約に基づく保護の

対象となります。」 

甲     「万国著作権条約についてはどのような特色がありますか。」 

乙の発言２ 「万国著作権条約には遡及効はありません。また，無方式主義の国における著作物

が，方式主義を採用している国で保護されるための条件としてⒸマークの表記を

要求しています。現在は，かつて方式主義を採用していた米国を含めほとんどの

国がＷＴＯに加盟し，ＷＴＯ協定の一部であるＴＲＩＰＳ協定を受け入れている

ため，万国著作権条約の意義は乏しくなりました。」 

甲     「そのＴＲＩＰＳ協定が定めているのは著作権に関する事項だけですか。」 

乙の発言３ 「いいえ。著作権だけでなく，特許，意匠，商標，集積回路の回路配置に関する規

定も置いています。また，ＴＲＩＰＳ協定には，水際措置や紛争解決に関する定

めもあります。」 

甲     「ＴＲＩＰＳ協定と最初に質問したベルヌ条約とはどのような関係がありますか。」 

乙の発言４ 「ＴＲＩＰＳ協定の加盟国はベルヌ条約の遵守義務を負っているため，ベルヌ条約

で保護される著作権及び著作者人格権はＴＲＩＰＳ協定でも保護対象となりま

す。」 

 

ア 発言１ 

イ 発言２ 

ウ 発言３ 

エ 発言４ 
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問４１ 

Ｘ社の法務部の部員甲が，米国の著作権法について説明をしている。ア～エを比較して，米国

著作権法に関する甲の発言として，最も不適切と考えられるものはどれか。なお，米国著作権法

とは，連邦法を指し，米国各州法を指すものではない。 

 

ア 「著作物として保護されるために，Ⓒマークをつける必要はありません。」 

イ 「著作権の登録は，著作物として保護されるための要件ではありません。」 

ウ 「著作物として保護されるためには，有体物に表現が固定されていることは要件となりませ

ん。」 

エ 「Ⓒマークといった著作権表示は，損害賠償の問題になった場合に，善意の抗弁が認められ

るかどうかに関わってきます。」 

 

問４２ 

Ｘ社の法務部の部員甲が，米国の著作権法について説明をしている。ア～エを比較して，米国

著作権法に関する甲の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。なお，米国著作権法と

は，連邦法を指し，米国各州法を指すものではない。 

 

ア 「フェア・ユースは判例法上の考え方であって，著作権法上にフェア・ユースを明記した条

文はありません。」 

イ 「未発行の著作物はフェア・ユースの対象となりません。」 

ウ 「トランスフォーマティブ（変容的）と認められなければ，フェア・ユースとして認められ

ることはありません。」 

エ 「フェア・ユースの判断を行う際には，各要素を個別に検討することになりますが，すべて

の要素がフェア・ユースの判断に有利であることは必要とされていません。」 
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問４３ 

ア～エを比較して，フランスの著作権法（知的所有権法典第１部）に関するＸ社の法務部の部

員甲の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。 

 

ア 「日本の著作権法と同様に，応用美術のうち美術工芸品のみが美術の著作物として保護され

ます。」 

イ 「２人以上の者が共同して創作した著作物であって，その各人の寄与を分離して利用するこ

とができないものが，共同著作物として保護されます。」 

ウ 「著作権の存続期間は，原則として，著作者の生存中及びその死後９５年です。」 

エ 「紙などの媒体に固定されていないものであっても保護されるので，例えば，講演や演説に

ついても保護対象となります。」 

 

問４４ 

日本の出版社Ｘ社は，映画のＤＶＤについて，日本で製作し中国で発売することを検討してい

る。ア～エを比較して，Ｘ社の法務部担当者の考えとして，最も適切と考えられるものはどれか。

なお，香港，マカオ，台湾における取扱は考慮しなくてよい。 

 

ア 中国においては多くの海賊版が流通しているが，法的に中国税関が著作権侵害品を差し押さ

えることが認められておらず，中国から多くの国への海賊版輸出につながっているとの批判

がある。 

イ 映画のＤＶＤの著作権が中国で侵害された場合には，民事訴訟，刑事訴訟を起こすことはで

きるが，行政機関による救済を求めることはできない。 

ウ 映画のＤＶＤの著作権が中国で侵害された場合に備え，事前に著作権登録をしておくことで

権利行使がスムーズになる場合がある。 

エ 映画のＤＶＤを中国に輸出する際には，中国に会社登記を有する業者に行政機関における内

容審査を委託する必要があるが，必ずしも出版物の輸入経営の許可を得た業者である必要は

ない。 
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問４５ 

日本のＩＴ企業であるＸ社は，中国企業Ｙ社と共同でソフトウエアを制作することを計画して

いる。Ｘ社の役員甲と法務部の部員乙が会話をしている。ア～エを比較して，乙の発言として，

最も適切と考えられるものはどれか。なお，香港，マカオ，台湾における取扱は考慮しなくてよ

い。 

 

ア 甲 「中国でソフトウエアを保護できる知的財産権としては，どのようなものが考えられま

すか。」 

乙 「ソフトウエアのプログラム自体は著作権で保護されます。また，ソフトウエアの商品

名については，商標権で保護を受けることも考えられます。もっとも，ソフトウエア

はいかなる形であっても特許権を取得することはできません。」 

イ 甲 「Ｙ社と共同で制作したソフトウエアの著作権の帰属について，契約を結ばなかった場

合にはどのようになるのでしょうか。」 

乙 「ソフトウエアにおいて各人が寄与した部分が分割使用可能なときであっても，わが社

とＹ社との共有となります。」 

ウ 甲 「Ｙ社が開発した部分に係る著作権を含めすべてわが社に帰属させる際に，技術輸出入

管理条例が関係してくる可能性はありますか。」 

乙 「中国国内企業から外国企業への著作権の利用許諾又は譲渡と判断される場合には，技

術輸出入管理条例の適用がある可能性があります。」 

エ 甲 「中国での著作権に関する訴訟は多いのでしょうか。」 

乙 「中国での知的財産関連訴訟は増加し続けていて，商標に関する訴訟が一番多く，次い

で著作権に関する訴訟となっています。」 
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【第33回知的財産管理技能検定】
【１級 学科】
番号 正解
問１ イ
問２ エ
問３ ア
問４ イ
問５ ウ
問６ ウ
問７ ア
問８ エ
問９ イ
問１０ ウ
問１１ ウ
問１２ イ
問１３ イ
問１４ イ
問１５ イ
問１６ イ
問１７ ウ
問１８ エ
問１９ ア
問２０ イ
問２１ ウ
問２２ ウ
問２３ ウ
問２４ エ
問２５ ア
問２６ イ
問２７ イ
問２８ イ
問２９ エ
問３０ イ
問３１ イ
問３２ ウ
問３３ ア
問３４ イ
問３５ ア
問３６ エ
問３７ ア
問３８ イ
問３９ エ
問４０ エ
問４１ ウ
問４２ エ
問４３ エ
問４４ ウ
問４５ ウ
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